
大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

学校番号 Ｔ０２０６ 

平成 31 年度 理科 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高校生物基礎 新訂版 （実教出版） 

副教材等 使用しない 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生物とは何か？生物と石との違いは何か？？石が生物ではないということはわかるけど、ではなぜ生

物ではないのでしょう？？答えがわかる当たり前のことでも、理由を正確に答えることは難しいもの

です。この授業では生物に共通する特徴を学び、どのように生物が生命活動を行っているかを勉強し

ます。また人間も生物のひとつです。後期の学習内容は、ヒトのからだのしくみに関する単元に入り、

自分のからだがどのようなはたらきをしているかを学びます。生物の不思議、ヒトの不思議を楽しみ

ながら、しっかりと学んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

・ 生物の共通性と多様性、細胞とエネルギーとの関係について理解する。 

・ 遺伝子とそのはたらきについて理解する。 

・ 体内環境を維持するしくみについて理解する。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.観察・実験の技能 d.知識・理解 

観点の 

趣旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら生

物や生物現象につい

て感心をもち、意欲

的に探求しようとす

るとともに、生物の

共通性と多様性を意

識するなど、科学的

な見方や考え方を身

に付けている。 

生物や生物現象の中

に問題を見いだし、

探求する過程を通し

て、事象を科学的に

考察し、導き出した

考えを的確に表現し

ている。 

生物や生物現象に関

する観察、実験など

を行い、基本操作を

習得するとともに、

それらの過程や結果

を的確に記録、整理

し、自然の事物・現

象を科学的に探求す

る技能を身に付けて

いる。 

生物や生物現象につ

いて、基本的な概念

や原理・法則を理解

し、知識を身に付け

ている。 

評価 

方法 

授業態度 

ノート・ワークシー

ト・実験レポート 

定期考査 

授業態度 

ノート・ワークシー

ト・実験レポート 

定期考査 

授業態度 

ノート・ワークシー

ト・実験レポート 

定期考査 

授業態度 

ノート・ワークシー

ト・実験レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の 

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前 

期 

生
物
の
特
徴 

生物の多様性と共

通性 

◎   ○ 

ａ：生物の特徴について関心を持ち、

意欲的に探求しようとしている。 

ｂ：生物の特徴について問題を見出し、

科学的に思考・判断し、導き出し

た考えを表現している。 

ｃ：生物の特徴に関する実験・観察を

行い、それらを探求する方法を習

得するとともに、過程や結果を的

確に記録・整理している。 

ｄ：生物の特徴について理解し、知識

を身につけている。 

授業態度 

ノート・ワ

ークシート 

実験レポー

ト 

定期考査 
細胞とエネルギー 

○   ◎ 

遺
伝
子
と
そ
の
働
き 

遺伝情報とＤＮＡ 

◎  ○  

ａ：遺伝子とその働きについて関心を

持ち、意欲的に探求しようとして

いる。 

ｂ：遺伝子とその働きについて問題を

見出し、科学的に思考・判断し、

導き出した考えを表現している。 

ｃ：遺伝子とその働きに関する実験・

観察を行い、それらを探求する方

法を習得するとともに、過程や結

果を的確に記録・整理している。 

ｄ：遺伝子とその働きについて理解し、

知識を身につけている。 

授業態度 

ノート・ワ

ークシート 

実験レポー

ト 

定期考査 

遺伝情報の分配 

 ○  ◎ 

遺伝情報とタンパ

ク質の合成 
◎   ○ 
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学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の 

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

後 

期 

生
物
の
体
内
環
境
と
そ
の
維
持 

体内環境 

◎  ○  

ａ：生物の体内環境とその維持につい

て関心を持ち、意欲的に探求しよ

うとしている。 

ｂ：生物の体内環境とその維持につい

て問題を見出し、科学的に思考・

判断し、導き出した考えを表現し

ている。 

ｃ：生物の体内環境とその維持に関す

る実験・観察を行い、それらを探

求する方法を習得するとともに、

過程や結果を的確に記録・整理し

ている。 

ｄ：生物の体内環境とその維持につい

て理解し、知識を身につけている。 

授業態度 

ノート・ワ

ークシート 

実験レポー

ト 

定期考査 
体内環境の維持の

しくみ 

 ◎  ○ 

免疫 

◎   ○ 

生
物
の
多
様
性
と
生
態
系 

植生と遷移 

◎   ○ 

ａ：生物の多様性と生態系について関

心を持ち、意欲的に探求しようと

している。 

ｂ：生物の多様性と生態系について問

題を見出し、科学的に思考・判断

し、導き出した考えを表現してい

る。 

ｃ：生物の多様性と生態系に関する実

験・観察を行い、それらを探求す

る方法を習得するとともに、過程

や結果を的確に記録・整理してい

る。 

ｄ：生物の多様性と生態系について理

解し、知識を身につけている。 

授業態度 

ノート・ワ

ークシート 

実験レポー

ト 

定期考査 

気候とバイオーム 

 ◎  ○ 

生態系と物質循環 

◎ ○   

生態系のバランス

と保全 ◎ ○   

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について、 

優先度の高いものから、◎、○、空欄として示している。 

 

 


